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第１章 策定にあたって 

１．目的 

 

本町の下水道は、生活環境の改善および公共用水域の水質保全の観点から昭和５５年度

（１９８０年度）より、第１期下水道事業として本町大川町地区および黒川町地区の中心市

街地を対象に事業着手し、平成元年１０月（１９８９年１０月）より一部供用開始していま

す。 

その後、幾度かの下水道計画の変更を行い、令和２年度末（２０２０年度末）現在、６３

９.４ha の事業化区域において事業継続中です。その下水道整備率は８６．２％（整備面積

５５０．９５ha÷６３９．４ha×１００）、下水道処理人口普及率は、８１．２％（普及人

口１４,６５７人÷行政人口１８,０５６人×１００）となっています。 

現在、本町の下水道は、本町上位計画（総合計画など）、平成２４年３月（２０１２年３

月）策定「余市町下水道中期ビジョン」および「余市町公共下水道事業計画」に基づいて事

業を進めており、水洗化の普及、生活環境の改善という下水道の主要な目的が一定程度達成

しつつありますが、下水道未整備区域における未普及解消、下水道整備区域内における未水

洗化、下水道施設の老朽化対策や自然災害対策（下水道施設の耐震化）などの対応が必要と

なっています。また、将来的な人口減少に伴う下水道使用料収入の減少が予測されます。 

この状況においても、社会情勢の変化に対応し、将来にわたり良好な下水道サービスを提

供していくため、今後１０年間の下水道事業の方向性をとりまとめた「余市町下水道中期ビ

ジョン」を策定することを目的とします。 
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２．計画期間 

 

「余市町下水道中期ビジョン」の計画期間は、令和４年度（２０２２年度）から令和１３

年度（２０３１年度）までの１０年間とします。 

平成２４年３月（２０１２年３月）策定「余市町下水道中期ビジョン」が令和３年度（２

０２１年度）に計画期間を満了することから、これまでの施策などを見直し、持続可能な下

水道を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　令和４年度（２０２２年度）から令和１３年度（２０３１年度）までの
１０年間とします。

「計画期間」
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３．位置づけ 

 

「余市町下水道中期ビジョン」は、国・北海道の施策および本町上位計画（総合計画など）

と整合を図り、本町下水道の課題などを明確にして事業の方向性を定めます。 

 

 

 

下水道中期ビジョンの位置付け 

 

 

　①　将来像
　②　主要な施策
　③　目標
　④　下水道経営

　Ⅰ．効率的な下水道整備 　余市町公共下水道全体計画
　Ⅱ．浸水対策への取組み 　・計画期間：令和13年度（2031年度）

　Ⅲ．地震対策への取組み 　余市町公共下水道事業計画
　Ⅳ．維持管理の最適化 　・計画期間：令和８年度（2026年度）

　Ⅴ．下水道広域化・共同化への取組み
　Ⅵ．水環境の保全

　Ⅶ．環境・エネルギー対策

　Ⅷ．下水道計画の健全化

余 市 町 関 連 計 画

余市町の上位計画国および北海道の施策

余市町下水道中期ビジョン　令和４年度（2022年度）～令和13年度（2031年度）

下水道計画余市町下水道の課題

【余市町総合計画】

・第５次計画（R4～R13）

【余市都市計画マスタープラン】

・計画期間：H26～R15

【余市町人口ビジョン】

・目標年次：R47

国の施策

・新下水道ビジョン

・新下水道ビジョン加速戦略

北海道の施策

・北海道地方下水道ビジョン

・全道みな下水道構想Ⅳ

（目的）

余市町が目指すべき下水道事業の将来像を定め、今後１０年間で

取り組むべき施策を選定し、その整備目標を明確にする。

・地域防災計画

・余市町新水道ビジョン

（R4～R13）



 

第１章 策定にあたって 

- 4 - 

 

 

４．「余市町下水道中期ビジョン」で定める主な事項 

 

「余市町下水道中期ビジョン」で定める主な事項は、計画期間の他に以下に示すものとな

ります。 

 

❑余市町下水道中期ビジョンで定める主な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・地域の将来像の実現に向けた下水道の考え方 など 

① 基本方針 

  

 ・下水道事業の現状・課題の把握 

  ・将来の事業環境を認識するため、内部・外部環境について予測する など 

② 下水道事業の現状・課題の把握と将来事業環境予測 

 

  ・地域の将来像実現に向けた下水道事業の在り方 

  ・基本理念を実現するための下水道事業の基本方針 

  ・各種施策の目標水準（中期・長期目標）（地域住民に理解しやすい目標設定）など 

③ 下水道事業の理想像と目標設定 

  

 ・具体的施策内容と重点化・効率化の考え方 

  ・各施策の総合化の考え方（他事業との連携、住民との協働、ソフト対策等） 

  ・都市の下水道事業のロードマップ（5～10 年間） など 

④ 具体的施策と優先順位 
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  ・長期的収支見直し、収入確保・支出削減の考え方（経営改善方針の検討） 

  ・事業実施体制 

  ・定期的な進捗管理（フォローアップ）方法 など 

⑤ 管理と経営に関する事項 


